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■ 議事内容  ２０２５年度 ８月定例教育委員会 

■ 日  時  令和７年８月２１日（木）９：３０～１２：１０ 

■ 場  所  ４階会議室４－１ 

■ 出 席 者  教 育 長 小西 博泰 

        教 育 委 員 藤本真理・石原友紀・酒井秀彦・加納昌樹 

 事 務 局 入江教育管理部長・藤井教育指導部長 

松田教育総務課長・市橋いきいき社会創造課長 

福西スポーツ振興課長・教育総務課 小畑 

■〔会議の内容〕 

１ 開会あいさつ 

・教 育 長 

 

２ 前回議事録確認 

 

（全委員一致で承認） 

 

３ 報告事項 

・令和７年度主要事業の進捗状況の説明及び教育委員からの意見聴取 

■〔学校教育課関連〕 

①「夢と希望の教育」の充実と深化【教育課程管理】 

（進捗状況） 

・夏休み期間を利用して、教職員向けの研修会を実施している。 

 ７月２４日 不登校研修会（講師：神戸セミナー 喜多徹人氏） 

 ７月２４日 幼保小合同研修会（講師：兵庫教育大学 飯野准教授） 

 ８月 ４日 学校安全推進研修会（講師：元さいたま市教育長 桐淵博氏） 

・７月２８日、初任者研修会・若手教員研修会を実施し、「夢と希望の教育」に

ついて、再確認している。 

  

（今後の予定） 

・新幼稚園「おの幼稚園」における、３歳児保育・新２号受入れについて、準備

を進めている。 

・特別支援学級の学級編成に伴う教育支援委員会の就学前相談を、随時、行って

いる。（８月１９日、２０日、２８日、９月２日、３日、４日） 

 

②「チーム学校」を踏まえた学校組織マネジメントの強化とリスクマネジメント【危

機管理】 

 会 議 録 
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（進捗状況） 

・小野特別支援学校が、令和５年度に学校安全認証校（ＳＰＳ）になっており、

学校安全における研究や取組が進んでいる。市内各学校についても、学校にお

ける「ヒヤリハット」の集約を進めている。 

 

③人材育成と働き方改革【人的管理】 

（進捗状況） 

・市内の学校管理職選考試験の結果、県の管理職（校長・教頭）試験をそれぞれ

４名、合計８名が受験することになっている。今後、役職定年を迎える校長が

増加傾向にあるため、教員の管理職育成が課題となっている。 

・１学期末において、時間外労働時間が月４５時間を超過している教職員が多く

見受けられる。超過が予測される教職員においては、管理職が面談を行い、働

き方改革を進めていかなければならない。校長会で、学校マネジメントについ

て、再度、注意喚起を行う。 

 

④学校教育課情報 

１ 市の取組 

〇８月６日 兵庫教育大学・小野市連携 サイエンス祭（エクラ） 

 

２ 学校の取組 

 ○小・中・特別支援学校 修学旅行 

 ９月 ２日（火）～ ４日（木） 河合中（東京方面） 

 ９月１１日（木）～１２日（金） 河合小（奈良・京都方面） 

１０月 ６日（月）～ ７日（火） 小野小（奈良・京都方面） 

１０月 ８日（水）～ ９日（木） 来住小・市場小（奈良・京都方面） 

１０月１４日（火）～１５日（水） 大部小（奈良・京都方面） 

１０月１５日（水）～１６日（木） 小野東小・下東条小（奈良・京都方面） 

１０月２２日（水）～２３日（木） 中番小（奈良・京都方面） 

 

 ○小学校 自然学校 

 ９月 １日（月）～ ９月 ５日（金） 市場小・中番小（嬉野台） 

９月１５日（月）～ ９月１９日（金） 下東条小（南但馬） 

 ９月２９日（月）～１０月 ３日（金） 小野小（嬉野台）来住小（淡路） 

１０月 ６日（月）～１０月１０日（金） 大部小（嬉野台） 

１０月２７日（月）～１０月３１日（金） 小野東小・河合小（南但馬） 

 

３ 学校の状況等 

 ○７月 ４号報告なし 
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 ○７月の不登校の状況 （ ）内は前年数値 

  小学校１５名（１８名）、中学校５８名（６８名） 合計７３名（８６名） 

 

夏季休業期間に入り、４号報告がなかった。学校は安定した夏休みを送っている

と思われる。イオンの休業により、エクラが中学生の溜まり場となっており、時

折、不適切な行動が見受けられるとの報告を受けた。そのため、中学校の教員が

現場に行き、子どもたちを指導している。今後は、教員による見回りを強化し、

エクラ等の関係施設には、厳しく対処していただくよう依頼している。 

不登校については、教育サポートセンターや校内サポートルームへの連携、アウ

トリーチ（支援が必要な人に対して、支援者側から積極的に働きかけ、必要なサ

ービスや援助を提供する取組のこと）が充実したこともあり、中学校の不登校数

が大幅に減少している。以前、教育サポートセンターは、「適応教室」という名称

で不登校に関わる場所というイメージが強かった。現在は、不登校以外の教育相

談も受け、幅広い活動ができる体制になっている。そういったことも、不登校数

が減少している要因の１つだと考えられる。 

 

■【説明事項に対する教育委員からの照会及び意見】 

Ｑ：将来的に役職定年を迎える校長が増加するとのことであるが、役職定年後は、校

長を続けることはできないのか。（教育委員） 

Ａ：役職定年は６０歳である。学校の統廃合を予定している場合等は、暫定的に２年

間のみ役職を延長することはできるが、基本的には、６０歳で終了する。役職定

年後は、管理職ではない教諭として働くことはできる。また、管理職経験を活か

して、「指導教諭」や「主幹教諭」といった職を担うことも多い。役職定年の校長

が増加すると、教頭が校長になるため、教頭も人員不足になる。そのため、管理

職育成が喫緊の課題である。（教育長） 

 

Ｑ：校長や教頭以外で、校長や教頭になる資格を持っている教員はいるのか。（教育委

員） 

Ａ：教育委員会に在籍している主幹は、校長もしくは教頭の昇任試験に合格している。

（事務局） 

 

Ｑ：管理職は学校運営において、重要な役割を担っていると思うが、管理職になりた

いと思っている教員は多いのか。（教育委員） 

Ａ：近年、役職定年の増加に伴い、全国的に管理職に就く年齢が下がっている。中に

は、管理職業務に繋がっていくような段階的な経験を充分に経ず、管理職として

の覚悟が足りないまま管理職になり、気持ちにズレが生じている者もいる。また、

近年、保護者からの過剰な対応や不当な要求も増えており、その対応を負担に感

じている管理職も多い。そういった姿を見て、管理職に魅力を感じることができ
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ない若手教員が増えている。管理職を目指す意識を醸成させる若手教員育成のあ

り方も、今後の課題である。（事務局） 

※：管理職を目指す若手教員が少ないということであるが、今の若い世代は、リーダ

ーシップが不足しており、「事なかれ主義」の傾向がある。しかしながら、企業・

学校・地域の自治会等といった組織には、リーダーシップは欠かせない。根本的

に「自分がやらねば」といった気概やリーダーシップを育成する教育を、学校の

教育の中に取込んでいく必要があるのではないだろうか。（教育委員） 

 

Ｑ：役職定年の増加による、管理職の大幅な入替は他市でも同様に起きているのか。

他市も同時期であれば、教員の取り合いになるのではないか。（教育委員） 

Ａ：他市町においても、数年の違いはあるが、傾向は似ている。管理職の年齢が下が

ることについては、役職バブル期の大量採用、就職氷河期の非採用等、歪な採用

により組織内の年齢構成のバランスが崩れたことが、大きな要因である。また、

労働環境問題、若手教員の就職定着率の低下、教員希望者の減少等が、現在の教

員不足に影響している。（事務局） 

Ａ：現在、教員不足により、教職員の定数配置がされてない未配置校が増え、臨時の

教職員を置いて人数調整している学校もある。兵庫県においては、ここ数年、教

職員採用数を増やしており、昨年度の小野市における教職員の配置数も例年より

増えている。（事務局） 

 

Ｑ：修学旅行の持ち物について、残暑が厳しいため、熱中症対策としての「日傘」「ハ

ンディファン」等は、配慮をお願いしたい。保護者は、修学旅行のしおりに書い

ていない持ち物は持って行ってはいけないと思っているため、持って行ってもよ

いものについては、具体的に記載してほしい。（教育委員） 

Ａ：次回の校長会で検討する。「忘れた」「落とした」等といった管理責任の問題も発

生するため、その対策についても同時に検討する。（事務局） 

 

■〔教育総務課関連〕 

①おの幼稚園整備事業 

（進捗状況） 

・新幼稚園整備工事の進捗率は、４８．７％で工程どおり進んでいる。現在、屋

根・外装工事、駐車場整備工事を行っている。 

 

②学校施設長寿命化対策事業 

●旭丘中学校 

（進捗状況） 

・体育館建替工事については、７月２５日、仮囲い及び現場事務所の設置が完了

し、８月には解体工事を実施する予定である。 
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（今後の予定） 

・毎週木曜日に定例の工程会議を実施し、進捗管理を行っていく。 

 

●河合中学校 

（進捗状況） 

・校舎長寿命化工事設計業務委託については、進捗率２７％で、７月１６日に敷

地境界の確認、７月１７日に基本プラン案・設備関係（空調、トイレ）の検討、

７月３１日にエレベーター棟・仮設校舎建設地の地盤調査を行っている。 

 

（今後の予定） 

・８月に校舎アスベスト調査、耐力度調査を実施する予定である。 

 

③学校施設バリアフリー化整備事業 

（進捗状況） 

・市場小エレベーター設置工事の進捗率は、３５％で工程どおり進んでいる。現

在、基礎工事、鉄骨工事を行っている。 

・大部小エレベーター設置工事実施設計業務委託 

 令和７年７月１８日入札落札 ４，３７８，０００円 

株式会社ｓｏｒａ建築デザイン事務所 令和７年７月２２日～令和８年３月

２０日 

 

④学校体育館空調設備整備事業 

（進捗状況） 

・学校体育館空調整備工事設計・工事監理業務委託（その１）の進捗率は６６．

４％、学校体育館空調整備工事設計・工事監理業務委託（その２）の進捗率は

３３．２％で、順調に進んでいる。 

・学校体育館空調整備工事の進捗率は、小野中学校：７０％、河合中学校：８０％、

小野南中学校：９０％で、７月２４日に小野南中学校で試運転、８月５日に小

野中学校・河合中学校で試運転を行い、部活動での使用を開始している。 

 

（今後の予定） 

・小学校及び特別支援学校の体育館空調整備工事業者が、順次、決定する予定で

ある。 

  

⑤教育総務課情報 

１ 学校施設工事等関係 

○小野中学校空調更新工事 

 令和７年５月７日入札落札 １０２，２９８，９００円 
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 株式会社大林設備工業 令和７年５月１２日～令和７年１０月３１日 

 →進捗率：３８％、７月３日：第１回定例会議 

 

〇小野小学校空調更新工事 

５月２９日入札落札 ７９，２００，０００円 

株式会社テラマエ設備工業 令和７年６月５日～令和７年９月３０日 

→進捗率：４０％、７月８日：第１回定例会議 

 

○小野東小学校空調更新工事設計業務委託 

 ６月９日入札落札 ６，３８０，０００円 

 宮永建築設計事務所 令和７年６月１２日～令和８年３月１９日 

→６月２０日：学校・市・設計業者打合せ、現地調査 

 

○来住小・下東条小学校照明ＬＥＤ化工事設計業務委託 

６月９日入札落札 ５，７２０，０００円  

株式会社工藤建築環境設計室 令和７年７月２日～令和８年３月３１日 

→７月１７日：学校・市・設計業者打合せ、現地調査 

 

○インターホン設置工事  

児童生徒のアナフィラキシーショック発生時や不審者侵入時などの緊急事態に

備え、教室から職員室へ迅速に連絡が取れるよう、教室へのインターホン未設置

校に対し、インターホンを整備する。 

＜対象校＞小野小、河合小、市場小、大部小、中番小、下東条小、小野中 

※夏休みを利用して、工事を完了させる予定 

→ＯＫＩクロステック株式会社 ３５，７５０，０００円 

令和７年７月１７日～令和７年９月３０日 進捗率：３８％ 

 

■【説明事項に対する教育委員からの照会及び意見】 

Ｑ：河合中学校の校舎長寿命化工事における空調やトイレの検討とは、どういった内

容なのか。（教育委員） 

Ａ：空調設備については、「天井埋込式」か「吊下げ式」かを検討し、四方の吹出口か

ら効率良く風を届けることができる「天井埋込式」に決定している。トイレにつ

いては、トイレの位置や便器の数等について検討している。（事務局） 

Ａ：「天井埋込式」の空調は、温度ムラも抑え、快適な空間を保つことができる。（教

育長） 

 

Ｑ：新幼稚園の園歌の制作は、どこかに依頼しているのか。（教育委員） 

Ｑ：新幼稚園の園歌の作曲については、誰に依頼するのか。（教育委員） 
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Ａ：小野市短歌フォーラムの選考委員である永田和宏氏に、作詞を依頼している。曲

については、永田和宏氏に作曲できる方を紹介していただく予定である。（事務局） 

 

Ｑ：体育館に空調が設置されたが、屋外で部活動している子どもたちも、体育館を利

用できるのか。（教育委員） 

Ａ：できる。休憩やクールダウンに体育館を使用すると聞いている。今年度、市内の

全中学校に、熱中症対策として、ミストファンを２台ずつ設置している。屋外の

部活動時に使用しており、好評である。（事務局） 

 

Ｑ：旭丘中学校の体育館の建物にアスベストが一部含まれているとのことであるが、

仮囲いは、アスベスト飛散防止用のものなのか。（教育委員） 

Ａ：そのとおり。アスベストについては、倉庫の壁材に一部含まれているが、飛散し

ないよう適切に除去する。（事務局） 

 

■〔いきいき社会創造課関連〕 

①いきいき社会創造課情報 

○小野市短歌研修会（令和７年度新規事業） 

  日 時：９月２０日（土）１３時００分～ 

  場 所：小野市立図書館 ２階研修室 

  主 催：小野市文化連盟 

  投稿数：４２首（うち市内２６首） 

 

○図書館 サマースクール「読書感想文書き方教室」 

  日 時：８月４日（月）低学年、８月６日（水）高学年 

場 所：小野市立図書館 ２階研修室 

参加者：２９人（低学年１５人、高学年１４人） 

 

 ○好古館 サマースクール「勾玉づくりに挑戦！」 

  日 時：８月６日（水） 

場 所：小野市立好古館 

参加者：３６人（午前・午後 各１８人） 

   

○好古館 サマースクール「小野市の文化財寺院をめぐる親子探検ツアー」 

  日 時：８月２１日（木）９時００分～１２時００分 

場 所：好古館集合、浄土寺、萬勝寺、広渡廃寺跡歴史公園 

参加者：１３人 

 

○コミセン下東条 下東条地区夏まつり 
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  日 時：８月２日（土）１９時００分～２１時００分 

場 所：コミセン下東条 

主 催：下東条地区地域づくり協議会 

参加者：２，５００人 

 

○コミセンおの ティラノサウルスレース 

  日 時：８月３日（日）９時３０分～１２時００分 

場 所：小野市総合体育館（アルゴ） 

主 催：小野地区地域づくり協議会 

参加者：４２人 

 

②行事一覧 ※既に終了した事業を含む（別紙詳細） 

 

■【説明事項に対する教育委員からの照会及び意見】 

Ｑ：サマースクールは、平日開催が多い。平日は仕事をしている保護者も多いため、

好古館の「小野市の文化財寺院をめぐる親子探検ツアー」は、土日開催にしては

どうか。そうすれば、もっと人気がでるのではないか。（教育委員） 

Ａ：好古館は、土日も通常開館しているため、土日開催にしても問題はないと考えて

いる。開催曜日を検討するよう伝える。（事務局） 

 

Ｑ：コミセンにおいて、書道の利用者が減ったと聞いた。夏休みの課題で、書道は無

くなったのか。（教育委員） 

Ａ：書道は、今も夏休みの課題としてあり、以前から選択制の課題である。全国的な

流れとして、宿題は縮小する方向で動いており、小野市も減ってきている。（事務

局） 

 

Ｑ：読書感想文の宿題は、小学１年生からあったのか。（教育委員） 

Ａ：小学１年生から課題図書があり、読書感想文の宿題はある。（事務局） 

Ａ：読書感想文を夏休みの宿題にするかどうかは、学校が判断し、決定している。（教

育長） 

※：図書館のサマースクール「読書感想文書き方教室」は、感想文を書くまでの過程

で、どんなことが書いてあったのか、どのように感じたのか等を子どもたちがメ

モに書いていき、そのメモを組み合わせて、感想文にまとめていくという取組で

あった。自分の考えをまとめるため、メモに書くということが子どもたちの学び

になっており、良い取組だと感心している。（教育長） 

 

 

■〔スポーツ振興課関連〕 
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①学校保健体育事業の推進 

◆「ひまわりカード」による調査結果（第１回：６月１６日～２０日）※別紙詳細 

 全体平均摂取率 

（第１回のみ） 

前年度平均摂取率 

（第１回・２回平均） 

５日間連続朝食摂取 ９３．９％ ９４．２％ 

バランスのよい朝食摂取 ６０．５％ ６１．８％ 

ごはん（米飯）朝食摂取 ５５．４％ ５６．９％ 

５日間睡眠時間確保 ６２．１％ ６４．１％ 

→第１回目ということもあり、前年度より低い傾向である。目標達成に向けて、

食育及び朝食摂取について、保護者への効果的な周知方法を検討しながら、取

組んでいく。調査結果については、各校・各園（所）等と比較できる形で、各

学校等へフィードバックする予定である。 

 

◆「おの体力検定（新体力テスト）」結果 ※別紙詳細 

  ５年生男子 ５年生女子 

令和７年度 令和６年度 令和７年度 令和６年度 

握力 kg １７．４０ １４．９５  １５．８５  １４．５０ 

上体起こし 回 １８．８５ １６．５３  １６．９８  １６．７５ 

長座体前屈 ㎝ ３３．０８  ３１．５０  ３５．４３  ３５．６３ 

反復横とび 回 ４２．７３  ４０．２５  ３８．５５  ４０．８５ 

２０ｍ 

シャトルラン 
回 ５０．７０ ４５．２５ ４０．００ ３７．２３ 

５０ｍ走 秒 ９．４６   ９．６３   ９．６８   ９．８６ 

立ち幅とび ㎝ １５４．３０ １５０．９５ １３９．０５ １４３．２５ 

ソフトボール投げ ｍ  ２６．０３ １９．８０  １４．３８ １４．６８ 

→全国及び県平均値は、集計中である。男子は、全ての種目において、昨年度よ

り優れている。女子は、握力・上体起こし・シャトルラン・５０ｍ走において

は、昨年度より優れている。結果については、各学校へフィードバックする予

定である。 

 

  ８年生男子 ８年生女子 

令和７年度 令和６年度 令和７年度 令和６年度 

握力 kg ３１．９８ ２８．４１  ２４．５０ ２４．０８ 
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上体起こし 回 ２６．４８ ２４．３０  ２０．９３  ２２．４８ 

長座体前屈 ㎝ ４２．９５ ３９．００  ４０．２８  ４４．９５ 

反復横とび 回 ５１．８０  ５０．７３  ４４．４０  ４５．４０ 

１５００ｍ（男子） 

１０００ｍ（女子） 
秒 ３７０．５０ ３７２．８３ ２９６．２０ ２９０．６０ 

５０ｍ走 秒 ７．４３   ７．７９   ８．９４   ８．５１ 

立ち幅とび ㎝ ２１０．５５ １８９．７８ １６２．１０ １７０．１０ 

ハンドボール投げ ｍ  ２２．０８ １９．８８  １２．７０ １２．５３ 

→全国及び県平均値は、集計中である。男子は、全ての種目において、昨年度よ

り優れている。女子は、握力・ハンドボール投げにおいては、昨年度より優れ

ている。握力については、小学校からの伸び幅も大きく、自転車通学が影響し

ている可能性があるのではないかと考えている。結果については、各学校へフ

ィードバックする予定である。 

 

◆「おの検定（水泳検定）」結果 ※別紙詳細 

学年 目標級 令和７年度 前年度 

１年生 １１級 １１．３１級 １１．５１級 

２年生 １０級 １０．０４級 １０．５５級 

３年生  ７級 ８．４６級  ８．３５級 

４年生  ５級  ６．１０級  ６．８２級 

５年生  ３級  ５．３４級  ５．４９級 

６年生  ２級  ４．３０級  ４．２９級 

平均  ６級  ７．５９級  ７．８３級 

→令和２年から４年は、コロナ禍で水泳授業が中止または縮小されたため、検定

を実施しなかった。令和５年度に検定を再開したが、平均級が８．１１級と大

幅に下がっていた。今年度は、昨年度より上がっており、徐々にコロナ禍前に

近づいている。 

 

（進捗状況） 

・７月１９日～８月３１日、夏休みの自由課題として、おのっこ産クッキングコ

ンテストで「キャベツ」をテーマにした朝食レシピを募集している。 

  

②第１２回小野ハーフマラソン２０２５ 

（エントリー状況）８月４日現在 
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 令和７年度 令和６年度 

ハーフ 男子 ２，２４１ １，９３６ 

ハーフ 女子 ６５９ ４６１ 

５ｋｍ 男子 １８５ ２４１ 

５ｋｍ 女子 １７１ １６３ 

１．５ｋｍ 小学４～６年 １２２ １４９ 

１．５ｋｍ 小学１～３年 １４２ １７２ 

合 計 ３，５２０ ３，１１２ 

  ※申込率５８．７％（昨年度５２．０％）。 

 

（今後の予定） 

・９月２６日、第２回実行委員会を開催する予定である。役割分担の確認等、本

番に向けた準備を進めていく 

 

③スポーツ振興課情報 

１ 学校保健体育 

○全国中学校総合体育大会 

【陸上競技】小野中（１名） 

開 催 日：８月１７日（日）～２０日（水） 

開催場所：沖縄県 

【水  泳】小野中（１名） 

開 催 日：８月１７日（日）～１９日（火） 

開催場所：鹿児島県 

【柔  道】小野中（男子団体、女子団体、個人４名） 

開 催 日：８月１９日（火）～２２日（金） 

開催場所：福岡県 

 

○小野市中学校新人体育大会 

日 時：９月２０日（土） 予備日：９月２１日（日）、９月２３日（火・祝） 

    ※陸上競技は、井上記念小野市陸上競技大会と兼ねて開催 

場 所：アルゴ、アクト、アレオ、小野中学校等（小野市内公共施設） 

主 催：小野市中学校体育連盟 

 

２ 社会体育 

○２０２５ソフトバレーボール大会 ｉｎ ＯＮＯ 

日 時：９月２８日（日）９時３０分開会 
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場 所：小野市総合体育館アルゴ アリーナ 

主 催：小野市スポーツ推進委員会 

 

３ 今後の予定 

○小野市内中学校体育祭・幼稚園運動会 

 １０月１日（水） わか松幼稚園、小野東幼稚園 

 １０月４日（土） 小野中学校、小野南中学校、旭丘中学校 

 

○第２３回井上記念陸上競技大会兼小野市中学校新人体育大会 

日 時：１０月１３日（月・祝）９時００分開会 

場 所：小野希望の丘陸上競技場 

主 催：小野市陸上競技協会、小野市小学校体育研究会、小野市中学校体育連盟 

 

■【説明事項に対する教育委員からの照会及び意見】 

Ｑ：スマートフォンやパソコンの利用が原因だといわれているストレートネック等は、

おの体力検定の柔軟性の結果に関係していないか。（教育委員） 

Ａ：柔軟性があると、ケガのリスクが低い。結果を分析し、関連がないかどうか調査

をする。（事務局） 

 

Ｑ：「バランスのよい朝食摂取」は、忙しい朝に朝食の準備をする保護者にとって負担

に感じる方が多い。お味噌汁やスープ等の軽いメニューでもよいという通知はし

ているのか。（教育委員） 

Ａ：ひまわりカードと一緒に配布する啓発チラシで通知している。ひまわりカードに

も記載しているとおり、赤・緑・黄色の食品群が入っていればよいと考えている。

（事務局） 

Ａ：そもそも、朝食摂取調査自体をプレッシャーに感じている保護者がいる。そのた

め、フィードバックの方法を工夫する必要がある。（事務局） 

 

Ｑ：「ひまわりカードによる朝食摂取調査」は、どれくらい前に学校に通知するのか。

中学生になると、通知文だけでなく、ひまわりカード自体も保護者に渡さないこ

とがあり、知らないうちに調査が終了している場合がある。以前にも伝えたが、

保護者への周知や啓発が一番大事だと思っている。（教育委員） 

Ａ：学校には、調査の１か月前に通知している。「バランスのよい朝食摂取」は、脳梗

塞のリスクを低下させる。子どもの頃からの習慣や積み重ねが予防へと繋がって

いる。そういう情報も含め、「バランスのよい朝食摂取」がいかに大事かを周知す

る。また、子どもたちが大人になった時、「そういえば、中学校時代に“バランス

のよい朝食が大事だ”と言っていたな」という気づきにも繋がるよう啓発してい

く。（事務局） 
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４ 協議事項 

令和７年度全国学力・学習状況調査の結果（速報）について（学校教育課） 

※別紙詳細 

◆教科に関する調査結果（全国） 

 平均正答率 平均正答数 

小学校 

国語 ６７．０％ ９．４問／１４問 

算数 ５８．２％ ９．３問／１６問 

理科 ５７．３％ ９．７問／１７問 

中学校 

国語 ５４．６％ ７．６問／１４問 

数学 ４８．８％ ７．３問／１５問 

理科 ５０５（平均ＩＲＴスコア） 

※中学校理科はＣＢＴで実施し、ＩＲＴ（項目反応理論）に基づき算出した 

スコアにより結果を表示 

 

◆質問調査結果（全国） 

学習指導要領の趣旨

を踏まえた取組 

・昨年度までと同様、約８０％の児童生徒が「主体的・

対話的で深い学び」に取り組んだと考えている 

・「主体的・対話的で深い学び」に取り組んだと考える

児童生徒ほど、各教科の正答率・スコアが高い傾向 

ＩＣＴ機器の活用 ・ＩＣＴ機器を「ほぼ毎日」「週３回以上」活用する学

校は、小学校９７％、中学校９５％（いずれも前年比

４ポイント増） 

・ＩＣＴ機器を使用する頻度と各教科の正答率・スコア

との間に、一定の関係が見られる 

各教科への興味・関

心、理解度 

・「授業の内容がよく分かる」と回答した児童生徒ほど各 

教科の正答率・スコアが高いが、全教科で「よく分か

る」児童生徒の割合が前回調査から減少 

学校外での過ごし方 ・学校の授業時間以外の勉強時間は、小・中学生とも令

和３年度以降、平日、休日いずれも減少傾向 

 

◆教科に関する調査結果（小野市） 

・小学校・中学校とも、概ね良好な結果であった。 

・小学校については、思考力・判断力・表現力等を問う問題の正答率が高まった。 

  特に文章を読み解いて記述する力（書く力）・説明する力の向上がみられた。 

・中学校については、思考力・判断力・表現力等を問う記述式の問題の正答率が

低く、思考力・判断力の問題に課題も見られる。 
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・中学校の国語と数学について、無回答が増えていることが、気がかりである。 

 

◆質問調査結果（小野市） 

 ・非認知能力については、小学校・中学校とも、優れている。 

 ・自尊感情が低い学校が一部あり、気がかりである。 

 ・中学校において、探究的な活動や発表ができていない学校があり、授業づくり

において課題がある。 

 

◆「おの検定」結果 

・小学 1年生では、1回目合格が多い。 

・小学３年生以上の学年で、1回目合格率が低下している。 

  →教員の意識が下がってきている。 

「チーム学校」として、組織での取組ができていない。 

 

■【教育委員からの照会及び意見】 

Ｑ：人事異動における、教員の学校への配置は、教員の希望や学校の状況等を判断し

て、教育委員会が決定しているのか。（教育委員） 

Ａ：そのとおり。教員の学校への配置は、校長ヒアリングを行い、学校の状況や課題

等について意見徴収し、教員の特長や希望、教員配置のバランス等を考慮し、教

育委員会が決定し、任命権者である県の教育委員会の承認を得る。ただし、各校

における担任等の校務分掌を決定するのは、校長である。（教育長） 

 

Ｑ：「おの検定」においては、担任の先生によって、１回目合格への熱意が違っていた

ことが印象に残っている。（教育委員） 

Ｑ：「おの検定」が始まってから２０年以上経過しているが、教員の中で「おの検定」

に対する注力の差が出てきているのではないか。（事務局） 

Ａ：「おの検定」を実施しているが、それをどのように自分の仕事に活かすかという視

点がなく、うまく使いこなせていない先生がいる。「おの検定」は、クラス全員が

１回目で合格しようという目標を立て、そのために何ができるかを考える。例え

ば、余裕で１回目合格できる子どもが、わからないと言っている子どもに教える

等の取組ができれば、１回目合格率も上がる。そうすることで、本当にわからな

い子どもだけが浮き彫りになり、先生はその子どもに注力できる。さらに、その

子どももぐっと伸び、その結果、全員の１回目合格率が上昇する。「おの検定」

は、子どもたちの基礎学力の向上や、チャレンジ精神の育成だけでなく、先生自

身の授業づくりの基礎力を高めることができる。改めて「おの検定」の意義につ

いて、共通理解を図る。（事務局） 

 

※：現在、各学校及び教育委員会において、詳細な現状分析を進めている。現状分析
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に加え、今後の対応策等についても検討する。（教育長） 

 

５ 次回定例教育委員会予定 

９月１９日（金）１３時３０分～ ４階会議室４－１ 

１０月２４日（金）１３時３０分～ ４階会議室４－１ 

 

６ 閉会あいさつ 教育長 

 

 


